
発表における表現⼒の評価規準 令和4年8⽉24⽇現在
要素 話し⽅ 要素 ⾒せ⽅

低学年 姿勢 まっすぐたって 対象 じつぶつをみせて
姿勢 きいているひとをみて 対象 しゃしんや、しりょうをみせて
姿勢 きいているひとが、よくみえるばしょで 対象 えんぎしたり、うごかしたりして（紙芝居、ペープサートなど）
発声 くちをしっかりあけて、おおきなこえで 動作 さししめして
発声 こえのおおきさや、はなすはやさにきをつけて 動作 おおきくして

中学年 発声 間の取り⽅を考えて 動作 ⾝ぶり⼿ぶりを⼊れて
話形 「です。ます。である。」を使い分けて 動作 ⼤事なところに印をつけて（丸やアンダーラインなど）
話形 ⼤切な⾔葉や部分を強めに 道具 ⼤型テレビに部分や全体を映して（アップとルーズ）
反応 友だちの意⾒と、⾃分の意⾒をつなげて 道具 ＩＣＴを使って（パワーポイントやロイロノートなど）
反応 聞いている⼈の表情や反応を⾒ながら

⾼学年 話形 丁寧語や敬語など、相⼿や場に応じた⾔葉づかいで 動作 キーワードを書いたり⾒せたりして
話形 事実と意⾒を区別して 道具 電⼦資料や実物などを効果的に⽤いて（動画も含む）
反応 受け⼿の反応を確認しながら 道具 発表に合ったＩＣＴを選んで
反応 その場で説明を付け加えて 道具 ＩＣＴの機能を効果的に活⽤して（アニメーション、⾳声など）
反応 問いかけをしながら


